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ハンディフリッカＨＦ-Ⅲ

○ 片手で簡単に検査ができる操作性に優れた製品です。
○ 操作ボタン、周波数表示を一面に配し、検者は操作部を
 注目するだけです。
○ 大型デジタル表示により周波数確認が楽に行えます。
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代理店

ハンディフリッカＨＦ-Ⅲ

目的別測定
ＣＦＦ検査（中心フリッカ試験）
比較暗室内で視神経疾患の患者のために行う片眼固視による検査。

色フリッカ値による眼精疲労の定量的判定
比較暗室内で片眼または両眼固視による検査。

特  長
○周波数（Ｈｚ値）の上下移動は上昇法、降下法いずれの方法にも対応可能です。

　（１Ｈｚきざみ連続送り）

○網膜に対し、常に２°の光刺激が与えられるよう一定の距離を保つため、

　披検眼と視標間を２５cm に測定できるようにコードにマークがあります。

○視標には発光ダイオードを採用し、常に一定の輝度を保ちます。

○電源には単４アルカリ電池、ＡＣアダプタが選択できます。ベッドサイドでの

　測定も可能で被検者の測定姿勢は問いません。

○検査管理に便利な検査用紙が標準付属品です。

仕  様
本体部（操作部）

電             源： 単４アルカリ電池２本またはＡＣ１００-２４０Ｖ５０/６０Ｈｚ　４ＶＡ（ＡＣアダプタ使用時）

周  　波　  数： １～７９Ｈｚ　１Ｈｚステップ

周 波 数 設 定： 押しボタンによるＵＰ/ＤＯＷＮ方式

 ステップ送り、連続送り可能

周 波 数 精 度： 各設定値に対し、０.０１％以下

パルスＤＵＴＹ比： ５０％ 矩形波

二  重  閃  光： 押しボタンにより可能

標準輝度安定度： 1０％ 以下（残量ランプ点灯まで）電池残量が残りわずかになると残量ランプ (橙色) 
 が点灯

寸法及び質量： ５８mm（Ｄ）×５７mm（W）×１７０mm（Ｈ）、２４０ｇ

視標部

視             標： 発光ダイオード　主波長 赤（Ｒ）６６０ｎm

  緑（Ｇ）５５５ｎm

  黄（Ｙ）５７０ｎm

視 標 サ イ ズ： Φ８.７mm

寸法及び質量： ７６mm（D）×７０mm（W）×３７mm（H）、１４５g

付属品

検査用紙（５０枚一冊）

製造販売届出番号： 13B2X00131820001      一般医療機器　JMDN70091000 

● 製品改良のため、記載内容の一部を予告なく変更することがあります。 ● カタログと実際の製品の色は印刷と多少異なる場合があります。


